
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第４項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成21年11月30日

【四半期会計期間】 第47期第２四半期（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

【会社名】 株式会社キムラタン

【英訳名】 KIMURATAN CORPORATION

【代表者の役職氏名】 取締役社長　浅　川　岳　彦

【本店の所在の場所】 神戸市中央区港島六丁目６番地２
神和ビル

【電話番号】 神戸（078）306－0801

【事務連絡者氏名】 取　締　役　　木　村　裕　輔

【最寄りの連絡場所】 神戸市中央区港島六丁目６番地２
神和ビル

【電話番号】 神戸（078）306－0801

【事務連絡者氏名】 取　締　役　　木　村　裕　輔

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

 （大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

 

EDINET提出書類

株式会社キムラタン(E02628)

訂正四半期報告書

1/4



１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年11月12日に提出いたしました第47期第２四半期（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）の四半期報告書

につきまして、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年７月８

日　内閣府令第41号）に照らしたところ、記載漏れがあることが分かりました。これを訂正するため、金融商品取引法第24条の

４の７第４項に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

３【訂正箇所】

訂正箇所は＿線を付して表示しております。
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第一部　【企業情報】

 

第２　【事業の状況】
 

４　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

（訂正前）

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

 

（訂正後）

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

（中略）

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は事業等のリスクに記載した重要事象等を解消するために以下の対応策を

講じております。

 

昨今のアパレル市場は、雇用情勢や所得の悪化による個人消費の低迷を受け厳しい状

況で推移してきたことから、当社は環境対応力の強化並びに製品開発に注力するととも

に、製造原価の低減、収益性重視の店舗運営、コスト削減等の利益改善に取り組んでまい

りましたが、当該経済情勢の長期化が予想されることから売上高の減少は避けられない

ものと判断しており、当下半期に以下の大幅なコスト削減策を立案・実行し利益体質へ

の変革を図ってまいります。

具体的には、仕入原価の削減、物流業務の外部委託によるコスト減、役員報酬及び本部

人件費の削減、本社家賃の低減、その他業務委託の見直し等による諸経費削減等、実行可

能なコスト削減策を実施してまいります。

また上記に加え、平成21年10月22日開催の取締役会において取締役の人数減と執行役
員制度の導入を中核とする経営機構改革について決議をいたしましたが、この改革によ

り意思決定と実行のスピードアップの実現を目指してまいります。

加えて今後のアパレル市場における競争力と収益性を高めていくために、当社の強み

を再認識し、ベビー（０才から３才児）を中心とした製品開発、販売力の強化により一層
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資源を集中させ、「子育て支援」を経営の基本理念として、上記のコスト削減ならびに業

務改善に注力し、黒字化達成を目指してまいります。

資金面におきまして、社債及び借入金の負担は、当面の当社のキャッシュ・フローの状

況を鑑みると過大なものであり、その解決に向け債権者との協議を重ねた結果、当第１四

半期会計期間において社債及び借入金の返済計画の変更について借入先との基本合意に

至っております。

しかしながら、前掲のとおり今後も厳しい市場環境は長期化すると予想され、資金計画

にも影響を与えることが予想されますが、上記営業政策およびコスト削減の実施により

黒字化達成を目指すことで、債権者と合意している変更後の返済計画をさらに変更する

ことなく、重要事象等を解消できるものと考えております。
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